Older age is associated with greater central aortic blood pressure following the exercise stress test in subjects with similar brachial systolic blood pressure by 小林 正武
審 査 論 文 要 旨（日本文） 
論文提出者氏名：小林 正武 
審査論文 
題 名：Older age is associated with greater central aortic blood pressure following the exercise 
stress test in subjects with similar brachial systolic blood pressure 
（加齢に伴う上腕血圧と中心血圧の変動 －運動負荷試験による検討－） 
 著 者：Masatake Kobayashi, Kazutaka Oshima, Yoichi Iwasaki, Yuto Kumai, Alberto Avolio, 
Akira Yamashina, Kenji Takazawa 
 掲載誌：Heart Vessels (2015)  DOI: 10.1007/s00380-015-0733-6 
 
（審査論文要旨：日本語論文の場合 1,000字以内・英語論文の場合 500 words） 
【背景】 
左心室から駆出された血流は動脈系において反射波を形成する。大動脈起始部圧では収縮前
期には心臓からの駆出波に影響を受け, 収縮後期には反射波が重なることで圧の再上昇認
め, 合成波となる。この大動脈起始部圧が中心血圧と呼ばれており, 中心血圧は上腕血圧と
比較してより直接の心負荷を示し心血管事故発生の予後規定因子と報告されている。 
運動時における上腕収縮期血圧(BSP)の上昇もまた心血管事故発生の予後規定因子である一
方で, 運動によって BSPと中心収取期血圧(CSP)の差が増大することが言われている。加齢に
よる動脈スティフネス増大も両者の差に寄与するが, 運動負荷試験での安静時と負荷直後に
おける BSPと CSPの関係における年齢の影響は十二分に検討されていない。  
 
【目的】 
運動負荷試験での上腕血圧と中心血圧における年齢の影響を評価する。 
 
【方法】 
東京医科大学八王子医療センターにて循環器疾患精査のため運動負荷試験を行った 96 症例
を，年齢別に若年群(43±4歳), 中年群(58±4歳), 高齢群(70±4歳)と 32例ごと 3群に分類
した。対象者は安静時と運動負荷直後の BSPと CSP, PR(脈拍)を HEM 9000AI(OMRON Healthcare
社)にて評価, 負荷法は Bruce法トレッドミル運動負荷試験を用いた。全症例は年齢別予測最
大心拍数の 85％以上を達成し, 運動終点は呼吸困難や下肢疲労の自覚症状とした。また胸痛
や虚血性心疾患の診断基準を満たす陽性 ST変化を認めた症例は除外した。 
 
【結果】 
症例特性では 3 群間に性差や高血圧歴・内服薬の有意差は認められなかった。安静時におい
て BSP や CSP, PR は 3 群間で有意差がみられなかった(P = 0.92, 0.21, and 0.99)。運動負
荷直後の BSP や PR は 3 群間で有意差が認められなかったが(P= 0.70, 0.38), CSP は若年群
144±18㎜ Hg, 中年群 149±17mmHg, 高齢群 158±19mmHgであり, 運動負荷直後の CSPにおい
て高齢群が若年群と比較して有意に高値を示していた (p<0.01)。 
 
【結語】 
運動直後では 3 群間で上腕収縮期血圧は同等の値を示したが, 中心収縮期血圧は高齢群で若
年群より有意に高値を示していた。運動直後の上腕収縮期血圧が同じであっても高齢群では
若年群と比較してより高い心負荷がかっている可能性が示唆された。 
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